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学校経営品質の総括（自己評価並びに外部評価） 
主な成果（強み）と課題（弱み）            今後の方針     外部評価 
     成果（強み）  課題（弱み） カテゴリー１・４・８ 

・ビジョンを基にした行動計画を策定するとき，本
校の目標を達成するために重点化するべき取り組
みは何なのかを検討する。そして，それに基づき，
評価表を作成，評価し，教職員がビジョンを共有す
ることで，同じベクトルの向きに向かって取り組み
を進めていきやすいようにする。 
・ビジョンが個人レベルまで浸透していないことに
対しては，学級プロフィールに基づく対話を定期的
に実施することで浸透をはかっていくようにする。 
 
カテゴリー２ 
・学校からは「どんな小さなことでも気がついたこと
は教えてください。」と地域や保護者に伝えてきて
いる。今後とも，要望や意見を，地域や保護者か
らの「贈り物」ととらえ，その情報をなんらかの行動
や改善に結びつけることにつなげ，信頼を確保し
ていくようにする。 
 
カテゴリー３・７ 
・学校としてとらえたい学習者（児童・保護者・地域
）の現状を把握するためにも，ビジョンに基づき，
学校アンケートの内容を精選し，本当に必要な項
目にしぼって実施するようにする。 
・アンケートをすることで，学習者（児童・保護者）
の満足度を把握することはできてきた。今後は，改
善に生かすためにも，満足度が低い部分の要因を
分析し，次の教育活動に生かす具体的な取り組み
についての検討を進めていくようにする。 
 
カテゴリー５ 
  教職員重視の視点から，教職員満足度調査を
実施し，学校経営に反映させていく必要がある。ま
た，今後とも，「対話」を大切にし，率直に話し合え
る雰囲気作りを重要なものと考えていく。 
 
カテゴリー６ 
 効率化の視点を，会議の時間を早く終えるように
するという視点だけでなく，「会議の運営の仕方」「
会議のねらい」「会議の数を減らす」等明確に持ち
ながら検討し，効率化をはかっていくようにする。 
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カテゴリー１ 
校長の 
リーダーシップ 

・ビジョンがＡ４１枚に簡潔にまとめられて，理解しやすい。 
・ビジョンで示されたことが、個人レベルまで浸透できるた
めにも，担任が学級プロフィールを作成し，具体的な目標（
数値目標も含む）を設定した。それを元に校長と教職員が
話し合う場を設定し，達成度を把握するようにつとめた。  

・ビジョンは理解できるものではあるが，内
容が豊富で，重点化がされていないところ
もあり，全てが個人レベルまで浸透できたとは
いえない。 
  

カテゴリー２ 
学校の社会的責任 
 

・「深小っこ見守り隊」を実施し，安全対策を通して，引き続
き地域との連携を進めた。又，学習ボランティア等の募集
を行い，学習面についても連携を深める取り組みを進めた
。 

・地域や保護者からの要望や意見（すこやかネット
ワーク・保護者アンケート・フリー参観などを活用）
を聞く場をもって，できるだけこたえるように努力は
してきた。しかし，明確にキャッチできているとはい
えない。 

カテゴリー３ 
学習者等の理解と対応 

・地域を題材とした学習を取り入れ，地域の「ひと・もの・こ
と」とのつながりをより深めた。・要望や期待については，
日常的には連絡帳や家庭訪問等を活用し，定期的には，
保護者と児童アンケート（年２回ずつ）個別懇談会を実施し
たりして、把握に努めた。その結果，意見や苦情等の問題
に対しては，即対応したり，問題が発生する前に予防的に
対応したりすることができることが増えた。 

・アンケートを実施したが，その結果を次の教育活
動へ生かすために，丁寧な分析（特に満足度が低
い評価を選択した児童や保護者の意見について）
を行うことができず，改善への取り組みを進められ
なかった面もあった。 「学習者等」の声を次の教
育活動に生かす分析や改善を強化していく必要が
ある。 

カテゴリー４ 
実施計画の策定と展開 

・実施計画を校長を中心に，全教職員が参画して策定した
（数値目標を掲げた項目もある）。 
・ビジョンを個人レベルまで浸透させるために，担任が，学
級プロフィールを今年度新しく策定した。 

・学校のビジョンの精選と取り組みの重点化がなさ
れなかった。 

カテゴリー５ 
人材育成と組織能力の

向上 

・算数科や人権の研究授業を実施し，事前・事後検討会を
通して，深め合い，共有化を図ることができた。 
・時間の許す限り，日常的に教職員同士が授業を見合い，
情報交換をし，高め合う雰囲気ができてきている。 
・英語指導助手も含めた英語活動の事前研修はとても役
立っている。 

・管理職と教職員が日常的にオフサイトミーティン
グ（まじめに気楽な話し合い）をもつことに心がけ，
気付いたときにはできるだけ対応するように努力し
てはもらっているが，根本的にやる気を引き出す
までには至らなかった。 
・日常の仕事に追われることが多く，自分がしたい
研修に費やす時間的な余裕があまりなかった。 

カテゴリー６ 
仕事の進め方 

・全校的な取り組みとして，新しく毎月一回「ステップ学習」
にも取り組み，計算力の向上を図った。また算数科の研究
授業を実施し，授業改善にも取り組んだ。 
・普段から，生徒指導について，報告・連絡・相談に心がけ
，担当者を中心に，全校的に対応する体制ができている。 
・保護者や地域との協力体制の強化を進めた（見守り隊・
学習ボランティア・公民館・深小祭・保護者と語る会など）。 

・会議の効率化を行おうと，教職員の意識はあっ
たが，具体的な目標を掲げて取り組むことはでき
なかった。 
 

カテゴリー７ 
情報の管理と活用 

・研修で得た情報やデータを，会議の場で公表さ
れたり，全教職員に回覧されたりしているので，全
体で共通理解がされている。 

・アンケート等を通して，情報やデータを得ようと努
めてはあるが，それを検証し，改善策について話
し合う場をもつことがなかなかできていない。 

 
カテゴリー８ 
学校の活動結果 

 
・校長のリーダーシップのもと，全教職員が一丸となって教
育活動を実施している。 

 
・本校では何が重点的な取り組みなのかをしぼっ
ていくことが大切ではないか。あらゆることを目標
に掲げすぎている。 

 


